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意見・質問 回答 

＜一般競争入札案件＞ 

① 令和３年度 県営ほ場整備事業（機構

関連型） 東増穂東部地区 区画整理

工事その２ 

 

・関連工事（その３・その４）も含め、３つ

の工事のうちその３工事だけが１者応札

になっている理由は。 

 

 

 

 

 

・入札参加要件における営業所の所在地に

ついて、「十分に業者数が確保できる」と

あるが、十分とは、だいたい何者ぐらい

か。 

 

・その中で関連工事を含めて入札に参加し

たのが、最大で４者ということか。 

 

・当該工事の入札に参加した４者が関連工

事にも全て参加してもいいのではないか

と思うが、なぜばらつきがあるのか。 

 

 

 

 

 

 

・３つの工事については、ダルマ落とし方式

をとっており、いずれかの工事を落札し

た者は、その他の工事の入札参加者から

外れることとなる。その３工事について、

元々は２者参加申請があったが、うち１

者がその２工事の落札者となったため、

結果的に１者応札になったものである。 

 

・基本は２０者以上となれば、十分というこ

とになる。 

 

 

 

・そうである。 

 

 

・技術者の状況等や工事施工条件の良いと

ころなどを考慮しての参加と考えられ

る。 

② 都市計画道路 専光寺野田線 無電柱

化推進工事（管路工） 
 

・総合評価について、落札者よりも技術提案

の評価点が高いところがある。契約の前

後で他者の技術提案の内容を提供するこ

とはあるか。 

 

・２者のみの応札となっているが、技術的に

難易度の高い工事なのか。  

 

 
 

・各事業者がもつノウハウに関することな

ので、他者の技術提案の内容を提供する

ことはしていない。 

 

 

・技術的難易度の高さというよりも、交通量

の多い場所であり、かつ夜間工事が必要

であることが影響していると思われる。 
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意見・質問 回答 

③ 押水羽咋海岸 侵食対策工事（人工リ

ーフ工） 

 

・関連工事と工事発注を分けている理由は。 

 

 

 

・各事業者の技術提案に対する評価にばら

つきがある理由は。 

 

・技術提案の評価点が０となった者がいる

が、その理由は。 

 

・工事に必要となる船団を占有的に確保で

きることが入札参加資格要件となってい

るが、これは入札時に何らかの形で証明

するのか。 

 

 

 

・海上工事であるため、波の影響を比較的受

けにくい６～９月に施工できる範囲で分

割発注している。 

 

・提案内容に対して、評価者３人の平均値を

とった結果である。 

 

・技術提案の字数制限をオーバーしたため

である。 

  

・船団を所有していること、あるいは船団 

所有者との使用契約等の証明が必要であ

る。 

 

＜指名競争入札案件＞ 

④ 令和３年度 水産環境整備事業 長崎

地区 広域型増殖場造成工事その２ 

 

・指名の理由で、受注機会を勘案してとある

が、どのように勘案しているのか。 

 

 

 

・同額の落札価格が４者あり、くじで選ばれ

ているが、２番目の価格とも僅差である。

この種の漁礁工事では、競争が激しいの

か。 

 

 

 

 

・まず直近に先行した工事に指名した業者

は今回外し、過去の指名状況等を考慮し

て、特定の業者に偏らないように業者選

定している。 

  

・その通りである。積算そのものは、複雑な

ものではなく、以前から漁礁工事の発注

はしているだけに、業者の積算に係る精

度は向上しているためと推測している。 

 

⑤ 二級河川 高橋川 広域河川改修工事

（歩道橋左岸下部工） 

 

・最近の資材単価の高騰は当該工事の入札

に影響はなかったか。 

 

 

 

 

・資材単価は毎月調査しており、県としては

適切な単価で予定価格を設定していると 

 考えている。 
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意見・質問 回答 

⑥ ３災２号 金沢港海岸 専光寺離岸堤 

港湾災害復旧工事（３工区） 

 

・災害復旧工事が２年に渡ることはあるの

か。 

 

 

 

 

・通常は単年度で完成させたいところだが、

海上工事であり、波の影響等で施工時期

が限られるため、やむを得ず２か年に渡

っている。 

 

⑦ 県単金沢城公園整備工事（園地工） 

 

・指名機会の均等化の観点から、直近で金沢

城公園周辺の造園工事を受注した業者は

当該工事の指名から外しているが、ここ

でいう「直近」の範囲は。 

 

 

・前回に金沢城公園周辺の造園工事を受注

した業者ということである。 

 

 


